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【公表番号】特表2018-508824(P2018-508824A)
【公表日】平成30年3月29日(2018.3.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-012
【出願番号】特願2017-542905(P2017-542905)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｆ   7/038    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 232/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/075    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｆ    7/038    ６０１　
   Ｃ０８Ｆ  232/04     　　　　
   Ｇ０３Ｆ    7/004    ５０３Ｂ
   Ｇ０３Ｆ    7/004    ５０１　
   Ｇ０３Ｆ    7/004    ５０２　
   Ｇ０３Ｆ    7/075    ５０１　
   Ｇ０３Ｆ    7/20     ５０１　

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月5日(2018.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）化学式（ＶＩＩＩ）のモノマー由来の化学式（ＶＩＩＩＡ）の１つ以上の繰り返し
単位からなるポリマー、
　ｂ）化学式（ＩＶ）の化合物、化学式（Ｖ）の化合物、化学式（ＶＩ）の化合物、化学
式（ＶＩＩＡ）の化合物、化学式（ＶＩＩＢ）の化合物、及び化学式（ＶＩＩＣ）の化合
物、からなる群より選択された光塩基発生剤、及び
　ｃ）担体溶媒
　を含む、光イメージ化可能な組成物。
【化６】

　［式中、
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【化７】

は、他の繰り返し単位との結合が起こる位置を示し、
　Ｒ１８は、（Ｃ６－Ｃ１８）アルキル、パーフルオロ（Ｃ１－Ｃ１８）アルキル、（Ｃ

６－Ｃ１０）アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－（ＣＨ２）ａ－Ｃ（ＣＦ３）２ＯＲ、
－（ＣＨ２）ａ－ＣＯ２Ｒ２、

【化８】

　（式中、
　　ａは０～４の整数であり、
　　ｂは０～１０の整数であり、
　　ｃは０、１、２、３又は４の整数であり、
　　Ｒは、水素、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ５－Ｃ８）シクロア
ルキル、（Ｃ６－Ｃ１０）アリール、及び（Ｃ７－Ｃ１２）アラルキルからなる群から選
択され、かつ
　　Ｒ２は、水素及び（Ｃ１－Ｃ４）アルキルからなる群から選択される。）からなる群
から選択される。］
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【化９】

　［式中、



(4) JP 2018-508824 A5 2018.8.16

　Ｒ１３及びＲ１４は、それぞれ独立に、水素、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ８）アル
キル、及び（Ｃ６－Ｃ１０）アリールからなる群から選択されるか、又は、Ｒ１３とＲ１

４はそれらが結合する窒素原子と共に５～７員モノサイクリック環又は６～１２員バイサ
イクリック環を形成し、前記環はＯ及びＮから選択された１つ以上のヘテロ原子を含んで
いてもよく、前記環は直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ８）アルキル、（Ｃ６－Ｃ１０）ア
リール、ハロゲン、ヒドロキシ、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ８）アルコキシ及び（Ｃ

６－Ｃ１０）アリールオキシからなる群から選択される基で置換されていてもよく、
　Ｒ１５、Ｒ１６及びＲ１７は、同一であるか異なっており、それぞれ独立に、水素、直
鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ１６）アルキル、（Ｃ６－Ｃ１０）アリール、（Ｃ６－Ｃ１

０）アリール（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、ヒドロキシ、ハロゲン、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ

１－Ｃ１２）アルコキシ及び（Ｃ６－Ｃ１０）アリールオキシからなる群から選択される
。］
【請求項２】
　前記ポリマーは、
　ノルボルネニル－２－トリフルオロメチル－３，３，３－トリフルオロプロパン－２－
オール、
　トリオキサノナンノルボルネン、
　テトラオキサドデカンノルボルネン、
　５－（３－メトキシブトキシ）メチル－２－ノルボルネン、
　５－（３－メトキシプロパンオキシ）メチル－２－ノルボルネン、
　エチル３－（ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン－２－イル）プロパノエート、
　ビシクロ［２．２．１］ヘプト－５－エン－２－カルボン酸、及び
　ノルボルネニルプロパン酸
　からなる群より選択される前記化学式（ＶＩＩＩ）の相応するモノマー由来の１つ以上
の繰り返し単位からなる、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ポリマーは、
　ノルボルネニル－２－トリフルオロメチル－３，３，３－トリフルオロプロパン－２－
オール、及び
　ノルボルネニルプロパン酸
　からなる群より選択された相応するモノマー由来の１つ以上の繰り返し単位からなる、
請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記光塩基発生剤は、
　２－ベンジル－２－（ジメチルアミノ）－１－（４－モルホリノフェニル）ブタン－１
－オン、
　２－（ジメチルアミノ）－２－（４－メチルベンジル）－１－（４－モルホリノフェニ
ル）ブタン－１－オン、
　２－ニトロベンジル４－ヒドロキシピペリジン－１－カルボキシレート、
　４，５－ジメトキシ－２－ニトロベンジル２，６－ジメチルピペリジン－１－カルボキ
シレート、
　１－（９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロアントラセン－２－イル）エチルシク
ロヘキシルカルバメート、
　１－（９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロアントラセン－２－イル）エチル１Ｈ
－イミダゾール－１－カルボキシレート、
　ジアミノメタンイミニウム２－（３－ベンゾイルフェニル）プロパノエート、及び
　（Ｚ）－Ｎ－（（（ビス（ジメチルアミノ）メチレン）アミノ）（イソプロピルアミノ
）メチレン）プロパン－２－アミニウム２－（３－ベンゾイルフェニル）プロパノエート
　からなる群より選択される、請求項１から３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
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　架橋剤、
　酸化防止剤、及び
　接着促進剤
　からなる群より選択された１つ以上の添加剤をさらに含む、請求項１から４のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記架橋剤は、
　２，２’－（（（２－エチル－２－（（オキシラン－２－イルメトキシ）メチル）プロ
パン－１，３－ジイル）ビス（オキシ））－ビス（メチレン））ビス（オキシラン）、及
び
　グリセロールのポリ（オキシプロピレン）エポキシドエーテルのトリグリシジルエーテ
ル
　から選択される、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　再分配層（ＲＤＬ）構造、チップスタッキング構造、及びＣＭＯＳイメージセンサダム
構造のうちの１つ以上を含むマイクロ電子デバイス又は光電子デバイスであって、前記構
造は、請求項１から６のいずれか一項に記載の組成物をさらに含む、電子デバイス。
【請求項８】
　ａ）化学式（ＩＡ）で表される１つ以上の第１タイプの繰り返し単位及び／又は化学式
（ＩＩＡ）で表される第２タイプの繰り返し単位と、化学式（ＩＩＩＡ）、又は（ＩＩＩ
Ｂ）で表される第３タイプの繰り返し単位と、を有するポリマー、
　ｂ）光塩基発生剤、及び
　ｃ）担体溶媒
　を含み、
　前記第１タイプの繰り返し単位は化学式（Ｉ）のモノマー由来であり、前記第２タイプ
の繰り返し単位は化学式（ＩＩ）のモノマー由来であり、前記第３タイプの繰り返し単位
は化学式（ＩＩＩ）のモノマー由来であり、
　前記光塩基発生剤は、化学式（ＩＶ）の化合物、化学式（Ｖ）の化合物、化学式（ＶＩ
）の化合物、化学式（ＶＩＩＡ）の化合物、化学式（ＶＩＩＢ）の化合物、及び化学式（
ＶＩＩＣ）の化合物、からなる群より選択される、光イメージ化可能な組成物。
【化１】

　［式中、
　ｍは０、１又は２の整数であり、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、同一であるか異なっており、それぞれ独立に、水素、ハ
ロゲン、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ１２）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ１２）ア
ルキル、パーフルオロ（Ｃ１－Ｃ１２）アルキル、（Ｃ３－Ｃ１２）シクロアルキル、（
Ｃ６－Ｃ１２）ビシクロアルキル、（Ｃ７－Ｃ１４）トリシクロアルキル、（Ｃ６－Ｃ１

０）アリール、（Ｃ６－Ｃ１０）アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、パーフルオロ（Ｃ６

－Ｃ１０）アリール、パーフルオロ（Ｃ６－Ｃ１０）アリール（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、
（Ｃ５－Ｃ１０）ヘテロアリール、（Ｃ５－Ｃ１０）ヘテロアリール（Ｃ１－Ｃ３）アル
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キル、ヒドロキシ、（Ｃ１－Ｃ１２）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ１２）シクロアルコキシ、
（Ｃ６－Ｃ１２）ビシクロアルコキシ、（Ｃ７－Ｃ１４）トリシクロアルコキシ、（Ｃ６

－Ｃ１０）アリールオキシ（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、（Ｃ５－Ｃ１０）ヘテロアリールオ
キシ（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、（Ｃ６－Ｃ１０）アリールオキシ、（Ｃ５－Ｃ１０）ヘテ
ロアリールオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アシルオキシ、－（ＣＨ２）ａ－Ｃ（ＣＦ３）２ＯＲ
、－（ＣＨ２）ａ－ＣＯ２Ｒ、
【化２】

　（式中、
　　ａは０～４の整数であり、
　　ｂは０～１０の整数であり、
　　ｃは０、１、２、３又は４の整数であり、かつ
　　Ｒは、水素、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ５－Ｃ８）シクロア
ルキル、（Ｃ６－Ｃ１０）アリール、及び（Ｃ７－Ｃ１２）アラルキルからなる群から選
択される。）からなる群から選択される。］
【化３】

　［式中、
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０及びＲ１１は、同一であるか異なっており、それぞれ独立に、水素
、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ５－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ６

－Ｃ１０）アリール、及び（Ｃ７－Ｃ１２）アラルキルからなる群から選択される。］

【化４】

　［式中、Ｚは、Ｏ又はＮ－Ｒ１２（ここで、Ｒ１２は、水素、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ

１－Ｃ９）アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、及び（Ｃ６－Ｃ１２）アリールか
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らなる群から選択される。）であり、
　Ｒ５、Ｒ６及びＲ７は、それぞれ独立に、水素、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ９）ア
ルキル、フッ素化又は過フッ素化（Ｃ１－Ｃ９）アルキル、（Ｃ６－Ｃ１２）アリール、
及び（Ｃ６－Ｃ１２）アリール（Ｃ１－Ｃ１２）アルキルからなる群からから選択され、
　前述の基のそれぞれは、原子価により許容される場合、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ

６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）パーフルオロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）パーフル
オロアルコキシ、ハロゲン、ヒドロキシ、直鎖もしくは分岐鎖ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、アセトキシ、フェニル、ヒドロキシフェニル及びアセトキシフェニルからなる
群から選択された１つ以上の基で置換されていてもよい。］
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【化５】

［式中、
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　Ｒ１３及びＲ１４は、それぞれ独立に、水素、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ８）アル
キル、及び（Ｃ６－Ｃ１０）アリールからなる群から選択されるか、又は、Ｒ１３とＲ１

４はそれらが結合する窒素原子と共に５～７員モノサイクリック環又は６～１２員バイサ
イクリック環を形成し、前記環はＯ及びＮから選択された１つ以上のヘテロ原子を含んで
いてもよく、前記環は直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ８）アルキル、（Ｃ６－Ｃ１０）ア
リール、ハロゲン、ヒドロキシ、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ８）アルコキシ及び（Ｃ

６－Ｃ１０）アリールオキシからなる群から選択される基で置換されていてもよく、
　Ｒ１５、Ｒ１６及びＲ１７は、同一であるか異なっており、それぞれ独立に、水素、直
鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ１６）アルキル、（Ｃ６－Ｃ１０）アリール、（Ｃ６－Ｃ１

０）アリール（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、ヒドロキシ、ハロゲン、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ

１－Ｃ１２）アルコキシ及び（Ｃ６－Ｃ１０）アリールオキシからなる群から選択される
。］
【請求項９】
　前記ポリマーは、
　ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、
　５－デシルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、
　ノルボルネニル－２－トリフルオロメチル－３，３，３－トリフルオロプロパン－２－
オール、
　５－フェネチルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、及び
　ノルボルネニルプロパン酸
　からなる群より選択された相応するモノマー由来の１つ以上の前記第１タイプの繰り返
し単位を含む、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記ポリマーは、
　スチレン、及び
　α－メチルスチレン
　からなる群より選択された相応するモノマー由来の１つ以上の前記第２タイプの繰り返
し単位を含む、請求項８または９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記ポリマーは、
　無水マレイン酸、及び
　２－メチル－無水マレイン酸
　からなる群より選択された相応するモノマー由来の１つ以上の前記第３タイプの繰り返
し単位を含む、請求項８から１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記ポリマーは、
　５－フェネチルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン由来の繰り返し単位及びメタ
ノールで開環された開環無水マレイン酸繰り返し単位を含有するコポリマー、
　ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン由来の繰り返し単位及びｎ－ブタノールで開
環される開環無水マレイン酸繰り返し単位を含有するコポリマー、
　５－フェネチルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－デシルビシクロ［２．
２．１］ヘプト－２－エン由来の繰り返し単位及びメタノールで開環された開環無水マレ
イン酸繰り返し単位を含有するターポリマー、及び
　スチレン由来の繰り返し単位及びｎ－ブチルアミンで開環された開環無水マレイン酸繰
り返し単位を含有するコポリマー
　からなる群より選択される、請求項８に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記光塩基発生剤は、
　２－ベンジル－２－（ジメチルアミノ）－１－（４－モルホリノフェニル）ブタン－１
－オン、
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　２－（ジメチルアミノ）－２－（４－メチルベンジル）－１－（４－モルホリノフェニ
ル）ブタン－１－オン、
　２－ニトロベンジル４－ヒドロキシピペリジン－１－カルボキシレート、
　４，５－ジメトキシ－２－ニトロベンジル２，６－ジメチルピペリジン－１－カルボキ
シレート、
　１－（９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロアントラセン－２－イル）エチルシク
ロヘキシルカルバメート、
　３，４，６，７，８，９－ヘキサヒドロ－２Ｈ－ピリミド［１，２－ａ］ピリミジン－
１－イウム２－（３－ベンゾイルフェニル）プロパノエート、
　１－（９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロアントラセン－２－イル）エチル１Ｈ
－イミダゾール－１－カルボキシレート、
　ジアミノメタンイミニウム２－（３－ベンゾイルフェニル）プロパノエート、及び
　（Ｚ）－Ｎ－（（（ビス（ジメチルアミノ）メチレン）アミノ）（イソプロピルアミノ
）メチレン）プロパン－２－アミニウム２－（３－ベンゾイルフェニル）プロパノエート
からなる群より選択される、請求項８から１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　再分配層（ＲＤＬ）構造、チップスタッキング構造、及びＣＭＯＳイメージセンサダム
構造のうちの１つ以上を含むマイクロ電子デバイス又は光電子デバイスであって、前記構
造は、請求項８から１３のいずれか一項に記載の組成物をさらに含む、電子デバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２００】
　以上の特定の例により本発明を説明してきたが、本発明はそれらにより限定されるもの
と解釈すべきではない。むしろ、本発明は、ここに開示された一般領域を包含するもので
あり、その趣旨及び範囲から逸脱することなく種々の変更形態及び実施形態を行うことが
可能である。
　なお、この出願により開示される事項には、以下のものが含まれる。
　〔１〕
　ｂ）化学式（ＩＡ）で表される１つ以上の第１タイプの繰り返し単位及び／又は化学式
（ＩＩＡ）で表される第２タイプの繰り返し単位と、化学式（ＩＩＩＡ）、又は（ＩＩＩ
Ｂ）で表される第３タイプの繰り返し単位と、を有するポリマー、
　ｂ）光塩基発生剤、及び
　ｃ）担体溶媒
　を含み、
　前記第１タイプの繰り返し単位は化学式（Ｉ）のモノマー由来であり、前記第２タイプ
の繰り返し単位は化学式（ＩＩ）のモノマー由来であり、前記第２タイプの繰り返し単位
は化学式（ＩＩＩ）のモノマー由来である、光イメージ化可能な組成物。
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【化２１－１】

　［式中、
　ｍは０、１又は２の整数であり、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、同一であるか異なっており、それぞれ独立に、水素、ハ
ロゲン、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ１２）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ１２）ア
ルキル、パーフルオロ（Ｃ１－Ｃ１２）アルキル、（Ｃ３－Ｃ１２）シクロアルキル、（
Ｃ６－Ｃ１２）ビシクロアルキル、（Ｃ７－Ｃ１４）トリシクロアルキル、（Ｃ６－Ｃ１

０）アリール、（Ｃ６－Ｃ１０）アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、パーフルオロ（Ｃ６

－Ｃ１０）アリール、パーフルオロ（Ｃ６－Ｃ１０）アリール（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、
（Ｃ５－Ｃ１０）ヘテロアリール、（Ｃ５－Ｃ１０）ヘテロアリール（Ｃ１－Ｃ３）アル
キル、ヒドロキシ、（Ｃ１－Ｃ１２）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ１２）シクロアルコキシ、
（Ｃ６－Ｃ１２）ビシクロアルコキシ、（Ｃ７－Ｃ１４）トリシクロアルコキシ、（Ｃ６

－Ｃ１０）アリールオキシ（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、（Ｃ５－Ｃ１０）ヘテロアリールオ
キシ（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、（Ｃ６－Ｃ１０）アリールオキシ、（Ｃ５－Ｃ１０）ヘテ
ロアリールオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アシルオキシ、－（ＣＨ２）ａ－Ｃ（ＣＦ３）２ＯＲ
、－（ＣＨ２）ａ－ＣＯ２Ｒ、
【化２１－２】

　（式中、
　ａは０～４の整数であり、
　ｂは０～１０の整数であり、
　ｃは０、１、２、３又は４の整数であり、かつ
　Ｒは、水素、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ５－Ｃ８）シクロアル
キル、（Ｃ６－Ｃ１０）アリール、又は（Ｃ７－Ｃ１２）アラルキルである）から選択さ
れるヒドロカルビル又はハロヒドロカルビル基を示し、
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【化２１－３】

　式中、
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０及びＲ１１は、同一であるか異なっており、それぞれ独立に、水素
、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ５－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ６

－Ｃ１０）アリール、及び（Ｃ７－Ｃ１２）アラルキルから選択され、
【化２１－４】

　式中、Ｚは、Ｏ又はＮ－Ｒ１２（ここで、Ｒ１２は、水素、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１

－Ｃ９）アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、及び（Ｃ６－Ｃ１２）アリールであ
る）であり、
　Ｒ５、Ｒ６及びＲ７は、それぞれ独立に、水素、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ９）ア
ルキル、フッ素化又は過フッ素化（Ｃ１－Ｃ９）アルキル、（Ｃ６－Ｃ１２）アリール、
及び（Ｃ６－Ｃ１２）アリール（Ｃ１－Ｃ１２）アルキルから選択され、
　前述の基のそれぞれは、原子価により許容される場合、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ

６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）パーフルオロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）パーフル
オロアルコキシ、ハロゲン、ヒドロキシ、直鎖もしくは分岐鎖ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、アセトキシ、フェニル、ヒドロキシフェニル及びアセトキシフェニルから選択
された１つ以上の基で置換されていてもよい。］
　〔２〕
　ＺがＯであり、Ｒ５及びＲ６が水素であり、Ｒ７が水素、又は直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ

１－Ｃ９）アルキルである、上記〔１〕に記載の組成物。
　〔３〕
　ＺはＮ－Ｒ１２であり、Ｒ５及びＲ６が水素であり、Ｒ７が水素であり、Ｒ１２が水素
、又は直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ９）アルキルである、上記〔１〕に記載の組成物。
　〔４〕
　ｍは０であり、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、独立に、水素、ヘキシル、デシル、－（
ＣＨ２）２－Ｃ（ＣＦ３）２ＯＨ、－（ＣＨ２）２－ＣＯ２Ｈ、ベンジル及びフェネチル
を示す上記〔１〕に記載の組成物。
　〔５〕
　前記ポリマーは、
　ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン（ＮＢ）、
　５－デシルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン（ＤｅｃＮＢ）、
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　ノルボルネニル－２－トリフルオロメチル－３，３，３－トリフルオロプロパン－２－
オール（ＨＦＡＮＢ）、
　５－フェネチルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン（ＰＥＮＢ）、及び
　ノルボルネニルプロパン酸（ＮＢＥｔＣＯＯＨ）
　からなる群より選択された相応するモノマー由来の１つ以上の第１タイプの繰り返し単
位を含む、上記〔１〕に記載の組成物。
　〔６〕
　前記ポリマーは、
　スチレン、及び
　α－メチルスチレン
　からなる群より選択された相応するモノマー由来の１つ以上の第２タイプの繰り返し単
位を含む、上記〔１〕に記載の組成物。
　〔７〕
　前記ポリマーは、
　無水マレイン酸、及び
　２－メチル－無水マレイン酸
　からなる群より選択された相応するモノマー由来の１つ以上の第３タイプの繰り返し単
位を含む、上記〔１〕に記載の組成物。
　〔８〕
　前記ポリマーは、
　５－フェネチルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン由来の繰り返し単位及びメタ
ノールで開環された開環無水マレイン酸繰り返し単位を含有するコポリマー、
　ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン由来の繰り返し単位及びｎ－ブタノールで開
環される開環無水マレイン酸繰り返し単位を含有するコポリマー、
　５－フェネチルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－デシルビシクロ［２．
２．１］ヘプト－２－エン由来の繰り返し単位及びメタノールで開環された開環無水マレ
イン酸繰り返し単位を含有するターポリマー、及び
　スチレン由来の繰り返し単位及びｎ－ブチルアミンで開環された開環無水マレイン酸繰
り返し単位を含有するコポリマー
　からなる群より選択される、上記〔１〕に記載の組成物。
　〔９〕
　前記光塩基発生剤は、
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【化２１－５】

　からなる群より選択され、
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　式中、
　Ｒ１３及びＲ１４は、それぞれ独立に、水素、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ８）アル
キル、及び（Ｃ６－Ｃ１０）アリールから選択されるか、又は、Ｒ１３とＲ１４はそれら
が結合する窒素原子と共に５～７員モノサイクリック環又は６～１２員バサイクリック環
を形成し、前記環は、Ｏ及びＮから選択された１つ以上のヘテロ原子を含んでもよく、前
記環は、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ８）アルキル、（Ｃ６－Ｃ１０）アリール、ハロ
ゲン、ヒドロキシ、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ８）アルコキシ及び（Ｃ６－Ｃ１０）
アリールオキシで置換されていてもよく、
　Ｒ１５、Ｒ１６及びＲ１７は、同一であるか異なっており、それぞれ独立に、水素、直
鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ１６）アルキル、（Ｃ６－Ｃ１０）アリール、（Ｃ６－Ｃ１

０）アリール（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、ヒドロキシ、ハロゲン、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ

１－Ｃ１２）アルコキシ及び（Ｃ６－Ｃ１０）アリールオキシから選択される、上記〔１
〕に記載の組成物。
　〔１０〕
　前記光塩基発生剤は、
　２－ベンジル－２－（ジメチルアミノ）－１－（４－モルホリノフェニル）ブタン－１
－オン、
　２－（ジメチルアミノ）－２－（４－メチルベンジル）－１－（４－モルホリノフェニ
ル）ブタン－１－オン、
　２－ニトロベンジル４－ヒドロキシピペリジン－１－カルボキシレート、
　４，５－ジメトキシ－２－ニトロベンジル２，６－ジメチルピペリジン－１－カルボキ
シレート、
　１－（９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロアントラセン－２－イル）エチルシク
ロヘキシルカルバメート、
　３，４，６，７，８，９－ヘキサヒドロ－２Ｈ－ピリミド［１，２－ａ］ピリミジン－
１－イウム２－（３－ベンゾイルフェニル）プロパノエート、
　１－（９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロアントラセン－２－イル）エチル１Ｈ
－イミダゾール－１－カルボキシレート、
　ジアミノメタンイミニウム２－（３－ベンゾイルフェニル）プロパノエート、及び
　（Ｚ）－Ｎ－（（（ビス（ジメチルアミノ）メチレン）アミノ）（イソプロピルアミノ
）メチレン）プロパン－２－アミニウム２－（３－ベンゾイルフェニル）プロパノエート
からなる群より選択される、上記〔１〕に記載の組成物。
　〔１１〕
　架橋剤、
　酸化防止剤、及び
　接着促進剤
　からなる群より選択された１つ以上の添加剤をさらに含む、上記〔１〕に記載の組成物
。
　〔１２〕
　前記架橋剤は、
　２，２’－（（（２－エチル－２－（（オキシラン－２－イルメトキシ）メチル）プロ
パン－１，３－ジイル）ビス（オキシ））－ビス（メチレン））ビス（オキシラン）（Ｔ
ＭＰＴＧＥ）、及び
　グリセロールのポリ（オキシプロピレン）エポキシドエーテルのトリグリシジルエーテ
ル（ＧＥ－３６）
　から選択される、上記〔１１〕に記載の組成物。
　〔１３〕
　ａ）化学式（Ｉ）のモノマー由来の化学式（ＩＡ）の１つ以上の繰り返し単位を有する
ポリマー、
　ｂ）化学式（ＩＶ）の化合物、化学式（Ｖ）の化合物、化学式（ＶＩ）の化合物、化学
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式（ＶＩＩＡ）、（ＶＩＩＢ）、又は（ＶＩＩＣ）の化合物、からなる群より選択された
光塩基発生剤、及び
　ｃ）担体溶媒
　を含む、光イメージ化可能な組成物。
【化２１－６】

　［式中、

【化２１－７】

は、他の繰り返し単位との結合が起こる位置を示し、
　Ｒ１８は、（Ｃ６－Ｃ１８）アルキル、パーフルオロ（Ｃ１－Ｃ１８）アルキル、（Ｃ

６－Ｃ１０）アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、－（ＣＨ２）ａ－Ｃ（ＣＦ３）２ＯＲ、
－（ＣＨ２）ａ－ＣＯ２Ｒ２（ここで、ａは０～４の整数であり、Ｒ２は、水素及び（Ｃ

１－Ｃ４）アルキルから選択される）、

【化２１－８】

　（式中、
　ｂは０～１０の整数であり、
　ｃは０、１、２、３又は４の整数であり、かつ
　Ｒは、水素、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ５－Ｃ８）シクロアル
キル、（Ｃ６－Ｃ１０）アリール、又は（Ｃ７－Ｃ１２）アラルキルである）］であり、
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【化２１－９】

　［式中、
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　Ｒ１３及びＲ１４は、それぞれ独立に、水素、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ８）アル
キル、及び（Ｃ６－Ｃ１０）アリールから選択されるか、Ｒ１３とＲ１４はそれらが結合
する窒素原子と共に５～７員モノサイクリック環又は６～１２員バイサイクリック環を形
成し、前記環はＯ及びＮから選択された１つ以上のヘテロ原子を含んでいてもよく、前記
環は直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ８）アルキル、（Ｃ６－Ｃ１０）アリール、ハロゲン
、ヒドロキシ、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ８）アルコキシ及び（Ｃ６－Ｃ１０）アリ
ールオキシで置換されていてもよく、
　Ｒ１５、Ｒ１６及びＲ１７は、同一であるか異なっており、それぞれ独立に、水素、直
鎖もしくは分岐鎖（Ｃ１－Ｃ１６）アルキル、（Ｃ６－Ｃ１０）アリール、（Ｃ６－Ｃ１

０）アリール（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、ヒドロキシ、ハロゲン、直鎖もしくは分岐鎖（Ｃ

１－Ｃ１２）アルコキシ及び（Ｃ６－Ｃ１０）アリールオキシから選択される。］である
。
　〔１４〕
　前記ポリマーは、
　ノルボルネニル－２－トリフルオロメチル－３，３，３－トリフルオロプロパン－２－
オール（ＨＦＡＮＢ）、
　トリオキサノナンノルボルネン（ＮＢＴＯＮ）、
　テトラオキサドデカンノルボルネン（ＮＢＴＯＤＤ）、
　５－（３－メトキシブトキシ）メチル－２－ノルボルネン（ＮＢ－３－ＭＢＭ）、
　５－（３－メトキシプロパンオキシ）メチル－２－ノルボルネン（ＮＢ－３－ＭＰＭ）
、
　エチル３－（ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン－２－イル）プロパノエート（
ＥＰＥｓＮＢ）、
　ビシクロ［２．２．１］ヘプト－５－エン－２－カルボン酸（酸ＮＢ）、及び
　ノルボルネニルプロパン酸（ＮＢＥｔＣＯＯＨ）
　からなる群より選択される化学式（ＶＩＩＩ）の相応するモノマー由来の１つ以上の繰
り返し単位を含む、上記〔１３〕に記載の組成物。
　〔１５〕
　前記ポリマーは、
　ノルボルネニル－２－トリフルオロメチル－３，３，３－トリフルオロプロパン－２－
オール（ＨＦＡＮＢ）、及び
　ノルボルネニルプロパン酸（ＮＢＥｔＣＯＯＨ）
　からなる群より選択された相応するモノマー由来の１つ以上の繰り返し単位を含む、上
記〔１３〕に記載の組成物。
　〔１６〕
　前記光塩基発生剤は、
　２－ベンジル－２－（ジメチルアミノ）－１－（４－モルホリノフェニル）ブタン－１
－オン、
　２－（ジメチルアミノ）－２－（４－メチルベンジル）－１－（４－モルホリノフェニ
ル）ブタン－１－オン、
　２－ニトロベンジル４－ヒドロキシピペリジン－１－カルボキシレート、
　４，５－ジメトキシ－２－ニトロベンジル２，６－ジメチルピペリジン－１－カルボキ
シレート、
　１－（９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロアントラセン－２－イル）エチルシク
ロヘキシルカルバメート、
　１－（９，１０－ジオキソ－９，１０－ジヒドロアントラセン－２－イル）エチル１Ｈ
－イミダゾール－１－カルボキシレート、
　ジアミノメタンイミニウム２－（３－ベンゾイルフェニル）プロパノエート、及び
　（Ｚ）－Ｎ－（（（ビス（ジメチルアミノ）メチレン）アミノ）（イソプロピルアミノ
）メチレン）プロパン－２－アミニウム２－（３－ベンゾイルフェニル）プロパノエート
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　からなる群より選択される、上記〔１３〕に記載の組成物。
　〔１７〕
　架橋剤、
　酸化防止剤、及び
　接着促進剤
　からなる群より選択された１つ以上の添加剤をさらに含む、上記〔１３〕に記載の組成
物。
　〔１８〕
　前記架橋剤は、
　２，２’－（（（２－エチル－２－（（オキシラン－２－イルメトキシ）メチル）プロ
パン－１，３－ジイル）ビス（オキシ））－ビス（メチレン））ビス（オキシラン）（Ｔ
ＭＰＴＧＥ）、及び
　グリセロールのポリ（オキシプロピレン）エポキシドエーテルのトリグリシジルエーテ
ル（ＧＥ－３６）
　から選択される、上記〔１７〕に記載の組成物。
　〔１９〕
　再分配層（ＲＤＬ）構造、チップスタッキング構造、及びＣＭＯＳイメージセンサダム
構造のうちの１つ以上を含むマイクロ電子デバイス又は光電子デバイスであって、前記構
造は、上記〔１〕ないし〔１２〕のいずれか一項に記載の組成物をさらに含む、電子デバ
イス。
　〔２０〕
　再分配層（ＲＤＬ）構造、チップスタッキング構造、及びＣＭＯＳイメージセンサダム
構造のうちの１つ以上を含むマイクロ電子デバイス又は光電子デバイスであって、前記構
造は、上記〔１３〕ないし〔１８〕のいずれか一項に記載の組成物をさらに含む、電子デ
バイス。
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